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１．目的と概要 

このプロジェクト事業は、香川大学生と地域住民が防災について理解を深めることを

目的としています。大規模災害発生時、香川大学には避難所が開設される予定です。防

災に関して香川大学が担う役割は大きく、あらかじめ防災に関する知識を普及させるこ

とで有事に備えます。 

 

２．実施期間（実施日） 

令和４年４月１日から 令和５年３月３１日まで 

 

３．成果の内容及びその分析・評価等 

このプロジェクト事業は、防災啓発活動として２つの内容を実施しました 

(1)紙芝居プロジェクト 

 地域の方からの依頼に応じ、防災教室を実施する活動です。小中学生から見て身近

な存在である大学生という立場を生かし、ただ知識を提供するのではなくゲーム要素

を加えた教室を行っています。 

本年度は、6月に岡山県矢掛高等学校、7月に十河コミュニティセンターと倉敷市児

島中学校、10 月に高松市立円座小学校の 4 件の教室を行いました。その他にも依頼を

頂き、準備を行っていた防災教室もありましたが、新型コロナウイルス感染症流行拡

大によりイベント自体が中止されました。 



 

   

 

活動を通じて、地域の方、特に学生が興味を持っている内容や我々に求められてい

ることに気づきました。非常持ち出し袋に関する教室の依頼が多く、今後も内容に力

を入れるとともに防災への興味関心の糸口を作ることができるように活動を継続させ

ていきます。 

 

 



 

(2)大学祭 

新型コロナウイルス感染症の影響もあり展示を中心にイベントを行いました。 

詳細は、非常持ち出し袋・非常食・工作の展示、無線機・避難所体験、消防相談会

です。こちらも非常持ち出し袋が好評で、学生が作成した非常持ち出し袋リストの配

布は増刷を行うほど人気がありました。非常持ち出し袋に関しては、質問やアドバイ

スを受けることが多く、防災の知識を共有し合う場にもなりました。来場者数は、目

標の 40名を大幅に超える 80名の方に来場いただきました。 

 

必要なものは個人によって違う！

自分が災害時に困らないように
自分だけの非常用持ち出し袋を

作ってみよう！

作ろう！

非常用持ち出し袋
非常用持ち出し袋って何？

災害時などの非常時に
本当に必要なものを
必要最低限入れたもの

自分だけの

よくある非常用持ち出し袋

・水
・食品(非常食・保存食)
・防災用ヘルメット
・衣類・下着
・懐中電灯
・携帯ラジオ
・電池
・現金
・携帯トイレ

・救急用品
・使い捨てカイロ
・ブランケット
・軍手
・洗面用具
・歯ブラシ・歯磨き粉
・タオル
・貴重品 など

このまま用意するのはちょっと待った！！！

既存の非常用持ち出し袋には
自分にとっては使わない不要なものがあったり
必要なものが入っていなかったりすることがあります。
非常用持ち出し袋は
自分にとって、家族にとって本当に必要なのものがなにか考えること
が大切です。

薬が毎日必要だから
おくすり手帳のコピーと数日分の薬が
あると安心ね。
老眼鏡の予備も入れておきましょう。

生理用品は多めに入れておこう！
あと、予備のコンタクトレンズと
眼鏡が必要だな。

おむつや離乳食を入れておこう。
子供のストレスを緩和できるよう
にちょっとしたおもちゃもいれて
おこうかな。

裏ページで実際に作ってみよう！

感染対策のために
マスクや消毒液などは自分で
多めに用意しておこう。

持病を持つお年寄りの方
幼い子供を持つ親

基礎疾患があり
コロナの重症化
リスクのある人

コンタクトレンズを
使用している女性

非常時持ち出し袋 一覧表

・貴重品
□ 健康保険証のコピー
□ 預金通帳のコピー
□ 現金
□ 認印

・食品類
□ 飲料水
□ 食塩(少量)
□ 自分に合った保存食
(子供向け、高齢者向け等)

・衣類
□ 防寒具(銀シート等)
□ 雨具(カッパ類)
□ 下着

・生活用品
□ タオル
□ 懐中電灯

(ヘッドライト等)
□ 携帯トイレ
□ 携帯電話
□ ラジオ
□ ポリ袋
□ ティッシュペーパー
□ 作業用手袋 (軍手等)
□ レジャーシート

・サバイバル用品
□ ライター
□ ロープ
□ ナイフ
□ テント

(ブルーシート等)

共通(あるべきもの)

・高齢者用品
□ 高齢者手帳
□ おむつ
□ 介護用品
□ 日用品 (杖や眼鏡等)

・衛生、医薬品
□ マスク
□ 歯ブラシ
□ ラップ
□ アルコール消毒液
□ 救急セット

(絆創膏等)

個人別(ある方が良いもの)

・赤ちゃん用品
□ ミルク
□ おむつ
□ 母子手帳
□ おもちゃ

・その他 (女性日用品等)

 

本プロジェクトとは別に香川大学防災士クラブとして行ってきた活動の関係者の方

も来場いただき、当団体の活動の広がりを実感しました。地域の方や大学生の防災に

ついての想像以上の興味の強さを感じるとともに、今後も活動を継続していく重要性

を改めて認識しました。 

 

 

 



 

４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響 

このプロジェクト事業を実施したことにより、学内にとどまらず、学外の方の防災力

向上に貢献できたと考えています。特に大学周辺住民の防災力向上は大規模災害発生時

の避難所運営を行いやすくする側面もあると考えています。 

防災は洋服が好きな人は非常持ち出し袋に入れる洋服選び、食べることが好きな人は

非常食選び、といったように自分の好きなことから始めることができます。必ずしも「防

災＝勉強」ではないと感じてもらえたのではないかと考えています。 

活動内で、香川県は他の四国 3 県に比べ防災のイベントが少なく、興味・関心が低い

のではないか、といったことも指摘されました。「香川県は安全」という認識を払拭し、

災害時に被害を少なくするため活動できたのではないかと考えています。 

 

５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等 

  防災士としての経験を積むことができたことと実際に活動する意義を感じることがで

きたことです。 

  防災士になるまでは普通救命講習を除き座学中心の活動です。実際に質問を受けるこ

となどを通じ、知識をアップデートしていく必要性を実感する機会にもなりました。 

 また、実際に活動を行うことでモチベーションを保つことにもつながりました。香川大

学の持つ避難所運営という大きな役割の一部を担う可能性がある以上、防災に関する活

動への意欲を保つことが重要となってきます。 

今後も継続して活動を行うことで、防災士としての意識向上を目指していきます。 

 

 

６．反省点・今後の展望（計画）・感想等 

本プロジェクトの反省点は、SNS 運営・アンケート収集不足の 2 点です。特に大学祭

では本祭と前夜祭での集客人数に差があり、安定して集客を行うためにも宣伝としての

SNS 活用が今後の課題となっています。また、活動内容改善のため次年度はアンケート

収集にも力を入れて取り組む予定です。 

今後は、紙芝居プロジェクトは香川大学防災士クラブ全体の活動へと体制を変化させ

継続、大学祭はメンバーを入れ替え参加予定です。継続して地域貢献としての防災啓発

活動を行っていきます。 

 

７．実施メンバー 

  代表者 澤村 遥（法学部３年） 

  構成員 宗野 幹大（創造工学部３年）   松下 明香里（創造工学部３年） 

      古市 彩子（法学部３年）     仲間 聖真（創造工学部３年） 

      西 奏人（創造工学部３年）    小松 真子（経済学部２年） 

      前川 るな（創造工学部２年）    阪村 七々郁（創造工学部２年） 

      本城 七星（創造工学部２年）    桑田 菜央（創造工学部２年） 

      酒井 菜緒（創造工学部２年） 



 

 

８．執行経費内訳書 

配 分 予 算 額 ７９，２４０円 

執行経費（品目等） 数量 単価(円) 金額(円) 備 考 

業務用ポリ袋 90L ほか 

除菌できるアルコールタオル 

コクヨ KB用紙 ほか 

カラークリアホルダー ほか 

紙ぶるる 送料込み 

ビニールシート 

アクリルパーテーション 
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合   計   ５９，５０４  

 

 


